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ワクチンとは、病原体あるいは細菌が出す毒素の
病原性や毒性を弱めたりなくしたりしたものです。こ
れを、接種しておけば病気にならず、体の中に免疫の
記憶を残すことが可能となります。つまり、ワクチン
の接種により、あらかじめ免疫の記憶を付けておけ
ば、いざ本当の病原体が体の中に入ってきたときに、
すばやく免疫によって体が守られ、病気にかからず

図　病気に自然にかかった場合の免疫反応とワクチンの役割
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予防接種の意義について解説します

にすむという訳です（図）。そしてワクチンを接種す
ることを 予防接種 といいます。
 ワクチンで予防できる病気 のことを VPD（Vac-
cine Preventable Diseases）と言います。多くの
感染症の中で、VPDは現在、20種類以上あります
（表）。VPDはワクチンで予防するのが現代の感染
症対策の基本です。

表　ワクチンで予防できる主な病気
国内でよく見る病気

*国内で承認されているワクチンはありません
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● B型肝炎 (B-03)
● ロタウイルス胃腸炎（B-04）
● 風疹 (B-07)
● おたふくかぜ (B-08)
● 水痘 (B-09)
● ヒトパピローマウイルス感染症 (B-12)
● インフルエンザ (B-13)
● 新型コロナウイルス感染症（B-14）

● 肺炎球菌による重症感染症（B-02）
● 百日咳 (B-05)
● 結核 (B-06)

国内ではまれだけど重要な病気

● A型肝炎 (A-09)
● 狂犬病 (A-09)
● 黄熱 (A-09)
● ポリオ (B-05)
● 麻疹 (B-07)
● 日本脳炎 (B-10)

● 髄膜炎菌感染症 (A-09)
● インフルエンザ菌 b型による重症感染症（B-01, B-05）
● ジフテリア (B-05・B-11)
● 破傷風 (B-05・B-11)
● 腸チフス * 
● コレラ *
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予防接種を受けた人はその感染症から守られてい

ます（個人防衛）。多くの人が予防接種を受けること

により社会全体からその感染症が減り、結果的に予

防接種を受けていない人たちも感染症から守られる

ことになります（社会防衛）。

また、ワクチン接種にかかる費用は、ワクチン接種

をせずに病気にかかってしまった際の検査や治療費

に比べ、圧倒的に安くすむことが分かっています。予

防接種は医療経済的な面からも意義があるとされて

います。

以上により、予防接種により感染症を予防し、国民

の健康の維持・増進を図ることはきわめて重要であ

り、国の政策として推進する必要があります。また、

交通機関の発達により感染症のグローバル化、ボー

ダレス化が進んでいる現在、予防接種は、国の危機管

理として大きな意義を持っていると言えます。

麻疹や水痘などの感染力の強い感染症では、一度

かかってしまえば一生続く免疫ができるので、二度か

かりしないと考えられています。

そこで、予防接種をせずに自然にかかってしまえ

ば、その方がより自然で良いのではと考える方もい

個人防衛と社会防衛

自然に感染したほうがいいのでは？

らっしゃるかも知れません。し

かしながら、自然にかかった場

合には、強い免疫を獲得できる

ことが多いですが、一方で感染

症を発症することによって、ま

れに起こるいろいろな合併症

（例えば、脳炎や肺炎など）を

起こす危険もあるわけです。また、自分が病気にか

かることにより、周りの人にその病気を広げてしまう

こともあります。

したがって自然にかかり合併症を起こすリスクと、

予防接種により自然感染を避けることができるメリッ

トを考えれば、やはり ワクチンで予防できる病気は、

ワクチン接種で予防するのが最善の方法であるとい

うことは言うまでもありません。

予防接種の普及や、公衆衛生の改善により感染症

が減少してくると、ワクチンで感染症を予防すること

のメリットが見えにくくなります。一方で副反応など

の予防接種によるデメリットが目立ち、そればかりが

クローズアップされやすくなります。

ワクチンで予防できる病気が増えた現在、予防接

種の意義について正しく理解し、予防接種のメリット

とデメリットについて冷静に判断してワクチンを接種

する姿勢が、接種する側、接種される側、両方に重要

です。


